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大分県内では、
日田市及び玖珠町を
除く市町村が対象
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平成31年3月策定
令和元年5月一部改訂
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半割れ（M8.0以上）
被害甚大ケースを想定
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30㎝以上の浸水が地震発生から
30分以内に生じる地域かどうか

※ 継続避難の基準
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佐伯市における「南海トラフ地震防災対応WG」の開催

１ 「南海トラフ地震防災対応WG」の概要

(1)設置目的
国のガイドラインに基づき、事前避難等の

防災対応を検討するにあたり、住民や各団体
から意見を聴取し、避難等に伴う日常生活へ
の影響等を共有するとともに、南海トラフ地
震臨時情報等の理解促進を図る

(2) 構 成
・自治会
・学校関係
・医療、福祉関係
・漁業、商工業関係
・報道関係 等

(3) コーディネータ
大分大学減災･復興デザイン教育研究センター長

小林 祐司 氏
(4) 開催計画

・第１回（７月29日(月)実施済）
臨時情報が発表された際の取るべき防災対
応の課題を共有

・第２回（９月開催予定）
課題に対する防災対応協議

・第３回（10月開催予定）
防災対策推進計画(案)に対する意見聴取

２ 「南海トラフ地震防災対応WG」で出た課題等

(1) 避難関係
・全員が避難できる避難施設と食料の確保
・子供や高齢者、障がい者への対応
・外国人への避難必要性の説明
・そもそも、行政の指示で住民が避難するのか

(2) 学校関係
・生徒や教師の避難先の把握と安否確認
・学校が避難所になり、休校になった際の子や親の対応
・子供へのケア（パニック、ストレスケア 等）

(3) 医療、福祉関係
・人工透析患者への対応
・持病のある方の薬の入手方法
・外来、入院患者の避難場所の確保や手術日程の調整

(4) 漁業、商工業関係
・漁船の沖出しの実施
・避難指示時における業務停止の判断
・工事中の建築物の安全確保
・物資の買い占め問題

(5) 報道関係
・情報伝達ルートが不明確
・正確な情報の提供（浸水域等）
・避難所に偏りが出ないように空き情報の提供

(6) その他
・行政機関の避難所運営と日常業務の両立
・避難所の犯罪対策や避難後の留守地域の防犯対策
・交通機関が臨時運行する場合の人員確保と広報
・車両の避難先の確保
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